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件 

名 

『令和８年度募集に向けたスクールソーシャルワーカー養成研修』 

の開催について 

目 

 

的 

スクールソーシャルワーカーに興味がある方で、「社会福祉士や精神保健福祉

士の資格を持っているが、学校や子どもに関わる部分に不安がある」「教職員の

経験はあるが、スクールソーシャルワーカーの専門的な知識や技術に不安があ

る」等の理由から、応募をためらっている方が、研修を受けることで不安を払拭

し、スクールソーシャルワーカーを目指すことできるような研修を実施する。 

概 

 

 

 

要 

◎日程 

【A日程】  

① 2025年 11月 18日(火)13時-17時 オンライン開催 

② 2025年 11月 25日(火)13時-17時 オンライン開催 

③ 2025年 12月 9日(火)13時-17 時 対面 

【B日程】 

① ②2025年 12月～2026年 1月中旬にオンデマンド開催 

③ 2026年 1月 16日(金)13時-17 時 対面 

◎参加対象 

・社会福祉士や精神保健福祉士、心理士の資格を有する方  

・退職した教職員、退職する教職員等 

・その他、山梨県で SSWとして働くことに興味のある方 

担 

 

当 

（問い合わせ先）山梨県教育庁 特別支援教育・児童生徒支援課 

児童生徒支援担当 TEL 055-223-1789 

Press Release 



 

山梨県教育委員会委託事業

趣旨・目的 

山梨県では、子どもたちや家庭が抱える課題が年々多様化・複雑化し、それに伴ってＳＳＷ一人あたりの対応時間

も増加しています。また、一件当たりにかかる時間数も増加傾向にあります。子どもたちや家庭の課題に適切に対応し、

それぞれにとっての行き届いた支援に繋げていくためには、SSWが対応できる時間数の増加を図ること、その時間数に見

合った人員を配置していくことが求められます。 本事業は、SSWの増員に向け、SSWの業務や必要な資質、心構え

等について、対象となり得る多くの方々に知っていただき、今後、山梨県で SSW を目指そうとする候補者を増やすことを

目的に実施するものです。 

開催日・方法・定員 

以下の 2 つの日程で開催します。 

※両日程とも 3日目は対面開催です（3日目は 16：30 の早退可）。 

※A日程の Zoom開催は、途中参加・早退が可能です。後日、当日の録画を共有しますので、不参

加箇所の講義は、おって視聴が可能です。 

【A日程】 定員 30人 

2025年 11月 18日(火)13時-17時  Zoom によるオンライン開催 

2025年 11月 25日(火)13時-17時  Zoom によるオンライン開催 

2025年 12月  9日(火)13時-17時  対面：山梨県立文学館 研修室 1･2（甲府市） 

【B日程】 定員 30人  ※オンデマンドは、期間内の事前受講してください。配信方法は後日ご案内します 

2025年 12月～翌年 1月中 オンデマンド講義受講  ※A日程で録画した講義内容の配信 

2026年 1月 16日(金)13時-17時 対面：リッチダイヤモンド総合市民会館 大会議室（甲府市） 

参加対象 

・退職した教職員、退職する教職員 

・社会福祉士や精神保健福祉士、または心理士の資格を有する方 

・その他、山梨県で SSW として働くことに興味のある方 

 



 

メイン講師 

山野則子 （大阪公立大学教授、日本ソーシャルワーク教育学校連盟副会長・こども未来社会研究所所長） 

日本のスクールソーシャルワーク研究・養成のフロントランナーで、文部科学省やこども家庭庁などの検討会 

委員として、国の政策にも関わる。スクールソーシャルワーカーのスーパーバイザーとしても活動。 

学校におけるスクリーニングシステム YOSS®を開発し、その普及にも尽力している。 

※山野講師ほか、内容の一部はソーシャルワーク研究者や SSW実践者が講師となる場合があります。 

研修プログラム（予定） 

① 研修１日目（オンライン及

びオンデマンド） 

 

※オンデマンドの演習は、

個別ワーク等を設定 

 

 

１．国の SSW制度及び山梨県の SSW 事業の概要 30分 

２．社会福祉・ソーシャルワーク 120分 

  ソーシャルワークが求められる状況と学校現場におけるその意義 

  社会福祉とソーシャルワーク、価値・倫理・知識・技術 

  人々への生活支援としてのＳＷ 

３．こどもを取り巻く環境  30 分 

 不登校等の課題の状況、制度 

  SSWの現状 

② 研修２日目（オンライン及

びオンデマンド） 

 

※オンデマンドの演習は、

個別ワーク等を設定 

４．スクールソーシャルワークの基礎 105 分 

 ミクロ・メゾ・マクロにおける展開 

 学校におけるソーシャルワークのプロセス 

５．連携・協働・チーム形成 105 分 

 学校組織の特色、連携・協働の方法、チーム会議の種類 

６．会議の具体的な進め方 30分 

③ 研修３日目（対面） ７.ミクロレベルのスクリーニングについて（講義・演習）120 分  

８.メゾレベルのスクリーニングについて（講義・演習）120 分 

※内容は現時点案で、変更や時間が若干前後する場合があります。また休憩を適宜挟みます。 

※資料はご用意します。（紙媒体及び電子媒体） 

参加費・申込 

参加費：無料  申込方法：ソ教連研修サイト マナブルより（要登録） 

https://jaswe.manaable.com/login/46574f30-4bc0-4a64-b4e2-42221eb182c4/detail 

※申込みの際に記入していただいた個人情報は、本研修に関すること以外には使用いたしません。なお、今後山梨県からＳ

ＳＷ募集等の案内送付を希望される方には、記入いただいたメールアドレスに送付させていただきます。ご希望の方は、申込

みフォーム内の申請欄にチェックをしてください。 

実施団体・お問い合わせ 

一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟 

（社会福祉士・精神保健福祉士を養成する大学・専門学校で構成する一般社団法人。SSW の養成も行う） 

 東京都港区港南 4-7-8 都漁連水産会館６階  電話：03-5495-7242   お問い合わせフォーム →  

 担当：大泉   ※本研修は、山梨県教育委員会の委託事業です  


